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 要 旨   

 

目的：14 歳のソーシャルメディア使用が、17 歳時点でのアルコール使用および一気飲みの

リスクと社会環境に及ぼす影響を推定することを目的とした。 

 

方法：ミレニアムコホート研究データを用いて、ソーシャルメディアの利用時間（質問票[n 

= 8987]とタイムユースダイアリー[n = 2520]による評価）と、過去 1か月のアルコール使用

頻度および一気飲みとの関係を、調整オッズ比（AOR）および調整相対リスク比（ARRR）

を用いて推定した。また親の教育レベルが低い群と高い群を比較し、効果修飾の有無を検討

した。解析は交絡因子、逆因果関係を考慮したベースラインのアウトカム指標、サンプルデ

ザイン、脱落および項目の欠測（多重代入法による）を考慮した。 

 

結果：ソーシャルメディア利用時間は、アルコール使用および一気飲みのリスク増加と用量

反応関係を示した。1日 1～30分未満のソーシャルメディア使用者と比較して、1日 30分～

1時間未満の使用者は月に 6回以上のアルコール使用（ARRR 1.62 [95%CI; 1.20～2.20]）、

一気飲み（AOR 1.51 [1.22～1.87]）の可能性が高く、1 日 1～2 時間未満の使用者（ARRR 

2.61 [1.90～3.58]; AOR 2.06 [1.69～2.52]、1日 2時間以上使用者（ARRR 4.80 [3.65～6.32]; 

AOR 3.07 [2.54～3.70]）も同様であった。タイムユースダイアリーで測定されたソーシャル

メディアの利用は、より高いリスクと関連していたが、常に用量反応関係を示すわけではな

かった。一気飲みに対するソーシャルメディア使用の影響は、親の教育レベルが高い群で低

い群と比較して大きかった。全ケースサンプルでの解析、およびベースラインアウトカム指

標で調整した解析でも一貫した結果が得られた。 

 

結論：ソーシャルメディアの使用により、アルコール使用および一気飲みのリスクが高まる

可能性が示唆された。青少年を有害なアルコール関連のソーシャルメディアコンテンツから

保護するための規制措置が必要である。 

  
 


